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§１ プロジェクト実施の概要 
 

本プロジェクトの目標は、「海大陸最先端研究拠点（MCCOE）における海陸の観測測網最適化

と情報活用を通じ、地域内降雨変動に関する予測精度向上および影響（洪水・渇水など）対策立

案のための基礎研究・開発を推進し、その成果を世界に発信する」ことである。具体的には、海洋

起源の経年・季節内変動（エルニーニョ、ダイポールモード、マデン・ジュリアン振動）、大陸起源の

モンスーン（コールドサージ）、現地島嶼上で生みだされる日変化、の 3 要素を全て（100％）検出

可能とし(図 1 参照)、史上初めて「赤道熱帯域の気候・気象予測指針を確立」する。MCCOE では、

インドネシア人研究者による 3 要素の観測とそれに基づく 1 日後、1 週間後、1 年後の雨量予測を

行い、気候とりわけ雨量の変動を直接原因とする社会影響（洪水、渇水、農業生産など）を最大限

緩和する政策提言をインドネシア政府に対して行うことを可能とする（図 2 参照）。また気候変動予

測精度を左右するこの地域の観測を維持し成果を世界に発信することで、インドネシアを全地球

観測網構築（GEOSS; 2005～14年）の有力な推進国とし、日イ双方の研究者が協力して全世界の

気候変動影響適応・緩和に貢献する。 

本プロジェクトは、2010 年 2 月に両国代表機関（JAMSTEC-BPPT）が合意書(CRA)に調印して

正式に開始され、2010年 6月から専門家を派遣し、7月から業務調整員が着任した。第 2～3年次

にはレーダー観測(Output 2)・降雨情報実時間ネット送信(Output 4前半)を重点的に推進するとと

もに、ブイの製作(Output 3)やデータ品質管理(Output 4 後半)の現地・招聘研修を開始した。第 4

年次には 2012 年 6 月に中間評価を実施し、また 9 月にブイ 1 号基を設置したことを受けて 10 月

に UNESCO と共催の国際ブイワークショップを開催し、12 月にはインドネシア側予算による

MCCOE研究棟も竣工した(Output 1)。さらに最終(第 5)年次にかけて、局地降雨監視によるジャカ

ルタ洪水原因の究明(Output 5)や、広域海洋変動に伴う降雨経年変動による農業等への応用

(Output 6)などの成果を上げ、2013年 11月に終了時評価を受けるに至った。 

 

 

 
図 1 インドネシア「海大陸」の気候変動における重要性を示す模式図 
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図 2 本プロジェクト参画研究機関と「海大陸 COE」（MCCOE）の構成 

 

 

§２．プロジェクト構想（および構想計画に対する達成状況） 

（１）当初のプロジェクト構想  
インドネシア「海大陸」および周辺海域の全球気候変動予測における重要性が「気候変動に関

する政府間パネル」（IPCC）の報告書などで国際的に認識され、本プロジェクト担当者らは「全地球

観測システム」（GEOSS）の初期成果（Early Achievement）として位置付けられる観測網を構築した。

そこで本プロジェクトでは、インドネシアが自力で観測網を維持し研究を推進する能力を養い、国

際共同で観測網の最適化と降雨予測精度向上を行う体制を構築することを目指した。そのために、

本プロジェクトでは以下の 6つの具体的成果（Outputs）を設定した： 

① 成果 1： 中核的研究機関（MCCOE）の組織的枠組み（組織、人員、予算）が構築される。 

② 成果 2： 最適化した気象レーダー・プロファイラ網により、短期気候変動に伴う降雨変動

の監視・予測を行うに耐えうる高精度化（例えば 1 mm/h 単位での雨量測定）した観測技

術が MCCOEに確立される。 

③ 成果 3： 最適化した海上観測網により、短期気候変動予測を可能とする観測技術が

MCCOEに確立される。 

④ 成果 4： MCCOEにおける共同研究・開発を通じ、上記②の大気観測網及び③の海洋観

測網の大量のデータを品質管理・蓄積・解析し、インドネシア国内社会各方面に公開す

る技術が MCCOE での共同研究により確立される。 

⑤ 成果 5： MCCOEにおける共同研究・開発により、④で集められるデータが社会応用可能

な二次的気象・気候情報に変換されるとともに、社会的適用例となる成果が得られる。 

⑥ 成果 6： MCCOEにおける共同研究・開発により、短期気候変動（季節内変動、エルニー

ニョ、ダイポールモードなど）の予測に関する成果（例えばエルニーニョと定義される 0.5℃

以上の表面海水温上昇を予測）が得られる。 

Output 1 

Output 4 

Output 2 

Output 3 

Output 5 Output 6 
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以上の達成に向けて、表 1に示す年次計画を立案し、これに従って実施してきた。 

 

 

表 1 本プロジェクトの年次計画（P/O）の概要 

 
 

 

（２）新たに追加・修正など変更したプロジェクト構想 

2012 年 6 月の中間評価現地調査ならびに第 3 回 JCC、国内での 8 月の評価委員会において

は、6 つの Outputs の進捗は概ね順調であると評価されたので、プロジェクト全体の計画に影響を

及ぼすような大きな追加・修正は行っていない。 

なお Output 3のブイ 1号基については、2012年 9月にパプア北西近海の太平洋上に設置後、

2013 年 1 月に vandalism によるものと考えられる観測停止があり、また同年 6 月インドネシアの財

政難（米国 FRB方針変更に起因して新興国全般で生じたもの）に伴うBPPT予算削減で観測船派

遣が中止され、本報告書執筆時点でまだ回収できていない。1 号基回収とともに設置予定であっ

た 2 号基は、vandalism 対策として、(1)位置信号送信機を複数にする、(2)ジャワ近海のインド洋上

で監視中に設置・回収を行う、などの変更を行ってから、9 月に製作を開始した。この変更により、

Output 3については本プロジェクト実施期間中には技術移転とインドネシアに最適のシステムの完

成までを達成し、残る国際観測網としての定常運用については 1 号基回収とともに本プロジェクト

終了後フォローし事後評価時に報告することとした。また 2号基設置海域は 1号基設置海域と異な

るが、インド洋側の水温が太平洋側と同等以上に重要であることがOutput 4～6の成果（ジャカルタ

雨量経年変動との強い相関、2012 年刊行）から示されており、本プロジェクトの研究目的は全く損

なわれていない。 

上記の変更、対策、および研究上影響ないことは、2013年 6月の第 4回 JCCで審議され、8月

に BPPTから JICA 事務所へ、JAMSTECから JICA本部へそれぞれ文書を発出している。 

 

 



SATREPS終了報告書 

 

 - ５ - 

 

 

（３）活動実施スケジュール（実績） 

プロジェクトは、（１）に述べたように概ね表 1 の P/O 通りに実施された。但し（２）に述べたように、

外部要因によりブイの国際観測網としての登録については終了後に持ち越された。 

以上を踏まえて研究的側面について達成度を示したものは、図 3 の通りである。終了時評価後

も年度末まで論文刊行など成果の創出に努め、また持ち越した事項については事後評価までに

完全に達成する。 

 

 
図 3 本プロジェクトの研究面での目標とその達成度 

 

図 3に示した達成目標「精度 6割」（誤差 40％）について、項目ごとに示すと以下の通りである： 

Output 2: レーダー観測地域（ジャカルタ、パダン）の雨量測定誤差（地形依存、＜30％） 

Output 3: ブイ設置海域（パプア北西沖、ジャワ南西沖）の表面水温等測定誤差（≪1％） 

Output 4: 歴史的気象データの収集率（＞7 割）・誤差（＜10％）、レーダーデータの雨量換算

誤差（＜20％）、ブイデータの品質管理後の誤差（≪1％） 

Output 5: 水文モデルの河川水位誤差（＜20％）、領域気象モデルの雨量予測誤差（～40％） 

Output 6: SINTEX-Fでの主要米作地域雨季開始予測誤差（～40%） 
 

 

§３ プロジェクト実施体制 

 
３．１プロジェクト実施体制 

※注意 下表における「種別」欄の○印等は、各々、以下の通り。  
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○： 研究代表者又は主たる共同研究者  

＊： SATREPS 研究費（委託費も含む）により人件費を支出した者 

 

（１）グループ１「中核的研究機関(MCCOE)の組織的枠組みを構築する」 

①研究参加者 

【日本側】 

種別 氏名 所属 役職 参加期間 

○ 山中 大学 (独)海洋研究開発機構 上席研

究員 

2009.6.1～2014.3.31 

 

【相手国側】 

種別 氏名 所属 役職 参加期間 

○ Dr. Fadli 

Syamsudin 

BPPT Project 

Manager 
2009.6.1～2014.3.31 

 Dr. Ridwan 

Djamaluddin 

BPPT 

 

Deputy 

Chairman 
2010.7.1～2014.3.31 

 Dr. Muhamad 

Sadly,M.Eng 

BPPT 

 

Project 

Director 
2010.4.1～2014.3.31 

 Dr. Putu Pudja, 

MM 

BMKG Observer 2010.4.1～2014.3.31 

 Dr. Arif 

Budiono, MT 

LAPAN Observer 2010.4.1～2014.3.31 

 Dr. Edvin 

Aldrian 

BMKG Observer 2010.4.1～2014.3.31 

 Dr. Teguh 

Hariana 

LAPAN Observer 2010.4.1～2014.3.31 

 Dra. Nurhayati, 

M.Si 

BMKG Reseacher 2010.4.1～2014.3.31 

 Drs. Achmad 

Sasmita 

BMKG Co. Chief 

Engineer 
2010.4.1～2014.3.31 

 Halimmurahman, 

MT 

LAPAN Co. Chief 

Engineer 
2011.5.1～2014.3.31 

 

②研究項目 

中核的研究機関（MCCOE）の組織的枠組み（組織、人員、予算）を構築する。 

 

（２）グループ２「短期気候変動に伴う降雨変動の監視・予測を行える観測技術を確立する」 

①研究参加者 

【日本側】 

種別 氏名 所属 役職 参加期間 

○ 森 修一 (独)海洋研究開発機構 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞ

ｰ 

2009.11.1～2014.3.31 

○ 橋口 浩之 京都大学 准教授 2009.11.1～2014.3.31 

 妻鹿 友昭 京都大学 ﾎﾟｽﾄﾞｸ研

究員 

2010.4.1～2011.3.31 

 Vivek Panwar 京都大学 ﾎﾟｽﾄﾞｸ研

究員 

2012.4.1～2014.3.31 

 上米良 秀行 (独)海洋研究開発機構 特任技術

主事 

2010.4.1～2012.10.31 
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【相手国側】 

種別 氏名 所属 役職 参加期間 

○ Dr. Findy 

Renggono 

BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Drs. Rino 

Bahtiar, MT 

BPPT 

 

Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Mario Batubara LAPAN Engineer 2011.5.1～2014.3.31 

 Hadi 

Widivatmoko 

BMKG Engineer 2011.5.1～2014.3.31 

 Tri Handoko 

Seto, S.Si,M.Si 

BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Roni Kumiawan BMKG Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Wendy Harjupa LAPAN Engineer 2011.5.1～2014.3.31 

 Budi Santoso BMKG Researcher 2011.8.1～2014.3.31 

 Mulyono 

Prabowo 

BMKG Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Dr. Didi Setiadi LAPAN Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Reni 

Sulistyowati 

BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Dr. Udrekh BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Endang 

Pujiastuti 

BMKG Engineer 2011.5.1～2014.3.31 

 Risyanto LAPAN Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Ardhi A. Arbain, 

S.Si 

BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Eko Wardoyo BMKG Engineer 2011.5.1～2014.3.31 

 

②研究項目 

最適化した気象レーダー・プロファイラー網により、短期気候変動に伴う降雨変動の監視・予測を

行うに耐えうる高精度化（例えば、1mm/h単位での雨量測定）した観測技術をMCCOEに確立させ

る。 

 

（３）グループ３「短期気候変動予測を可能とする観測技術を確立する」 

①研究参加者 

【日本側】 

種別 氏名 所属 役職 参加期間 

○ 石原 靖久 (独)海洋研究開発機構 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰ

ﾀﾞｰ 

2009.11.1～2014.3.31 

 馬場 尚一郎 (独)海洋研究開発機構 技術主任 2009.11.1～2014.3.31 

 福田 達也 (独)海洋研究開発機構 技術副主

任 

2009.11.1～2014.3.31 

 松本 健寛 (株)マリンワーク・ジャパン 技術主任 2009.11.1～2014.3.31 

 山口 誠之 (独)海洋研究開発機構 特任技術

主任 

2010.4.1～2012.10.31 

 安藤 健太郎 (独)海洋研究開発機構 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ﾃﾞィﾞﾚｸﾀ

ｰ 

2009.11.1～2014.3.31 
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【相手国側】 

種別 氏名 所属 役職 参加期間 

○ Dr. Wahyu W. 

Pandoe 

BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Yana Heryana BPPT 

 

Engineer 2011.5.1～2014.3.31 

 Mustasyar BPPT Engineer 2011.5.1～2014.3.31 

 Damianus Tri 

Heryanto 

BMKG Researcher  2011.5.1～2014.3.31 

 Sidarto Handoy, 

B.Eng 

BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 La Ode Nurman, 

M.Si 

BRKP Engineer 2010.4.1～2014.3.31 

 Bambang 

Subagyo 

BPPT Engineer 2011.5.1～2014.3.31 

 Andrianshah 

Priyadi 

BPPT Engineer 2011.5.1～2014.3.31 

 Dwi Haryanto BPPT Engineer 2011.5.1～2014.3.31 

 Dr. Muhammad 

F. Manti 

BPPT Engineer 2011.5.1～2014.3.31 

 Athur Y. 

Herwindya 

BPPT 

 

Engineer 2011.5.1～2014.3.31 

 Arfis M. F. Putra BPPT 

 

Engineer 2011.5.1～2014.3.31 

 Jonathan Meiky 

Davis Rori 

BPPT 

 

Engineer 2011.8.1～2014.3.31 

 Iyan Turyana BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Bondan 

Suwandi, M.Si 

BPPT 

 

Engineer 2010.4.1～2014.3.31 

 Dr. Wira 

Yogantara 

BPPT 

 

Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Dr. Fadli 

Syamsudin 

BPPT Project 

Manager 
2010.4.1～2014.3.31 

 Arnold 

Dannari,ST 

BPPT Engineer 2010.4.1～2014.3.31 

 Alfi 

Rusdiansyah, 

S.Si 

BPPT Engineer 2010.4.1～2014.3.31 

 Nelly Florida, 

M.Si 

BMKG  2010.4.1～2014.3.31 

 

②研究項目 

最適化した海上観測網により、短期気候変動予測を可能とする観測技術を MCCOEに確立する。 

 

（４）グループ４「インドネシア国内社会各方面に公開する技術を確立する」 

①研究参加者 

【日本側】 

種別 氏名 所属 役職 参加期間 

○ 森 修一 (独)海洋研究開発機構 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞ

ｰ 

2009.11.1～2014.3.31 

○ 安藤 健太郎 (独)海洋研究開発機構 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ﾃﾞィﾚｸﾀｰ 

2009.11.1～2014.3.31 
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 植木 巌 (独)海洋研究開発機構 研究員 2009.11.1～2014.3.31 

 濱田 純一 (独)海洋研究開発機構 特任技術

研究主任 

2010.4.1～2014.3.31 

 Rahmat 

Hidayat 
(独)海洋研究開発機構 ﾎﾟｽﾄﾞｸﾄﾗ

ﾙ研究員 

2010.4.1～2013.3.31 

 山中 大学 (独)海洋研究開発機構 上席研究

員 

2009.11.1～2014.3.31 

 

【相手国側】 

種別 氏名 所属 役職 参加期間 

○ Drs. Wasito 

Hadi, M.Sc 

BMKG Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Sopia Lestari BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Iqbai Tawakal BMKG Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Siti Zubaidah BMKG Researcher  2011.5.1～2014.3.31 

 Krismiyanto LAPAN Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Urip Haryoko, 

M.Si 

BMKG Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Ardhi A. Arbain, 

S. Si 

BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Dr. Didi Satiadi LAPAN Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Ir. Timbul 

Manik, M.Eng 

LAPAN Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Ahmad 

Wicaksono 

BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Alfi 

Rusdiansyah, 

S.Si 

BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 La Ode Nurman 

Mbay, M.Si 

BRKP Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Suratno BMKG Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Awalludin, S.Si BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Winamo, ST BPPT Engineer 2010.4.1～2014.3.31 

 Yunus S. 

Swarinoto 

BMKG Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Ginaldi Ari 

Nugroho 

LAPAN Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Dr. Agus 

Wibowo 

BPPT Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Yuaning 

Fajariana 

BMKG Engineer 2011.5.1～2014.3.31 

 

②研究項目 

MCCOE における共同研究・開発を通じ、上記グループ２の大気観測網及びグループ３の海洋観

測網の大量データを品質管理・蓄積・解析し、インドネシア国内社会各方面に公開する技術を

MCCOEでの共同研究により確立する。 

 

（５）グループ５「社会応用可能な二次的気象・気候情報へ変換し、社会的適応例となる成果を出

す」 

①研究参加者 
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【日本側】 

種別 氏名 所属 役職 参加期間 

○ 山中 大学 (独)海洋研究開発機構 上席研究

員 

2009.11.1～2014.3.31 

○ 林 祥介 神戸大学 教授 2011.4.1～2014.3.31 

 伍 培明 (独)海洋研究開発機構 主任研究

員 

2009.11.1～2014.3.31 

 森 修一 (独)海洋研究開発機構 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞ

ｰ 

2009.11.1～2014.3.31 

 服部 美紀 (独)海洋研究開発機構 技術研究

副主任 

2011.4.1～2014.3.31 

 萩野 慎也 神戸大学 准教授 2011.4.1～2014.3.31 

 Reni 

Sulistyowati 
神戸大学大学院理学研究科

地球惑星科学専攻 

博士後期

課程 

2011.10.1～2014.3.31 

 

【相手国側】 

種別 氏名 所属 役職 参加期間 

○ Dra. Nurhayati, 

M.Si 

BMKG Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Wido Hanggoro BMKG Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Adi Witono LAPAN Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Utoyo Ajie 

Linarka 

BMKG Researcher  2011.5.1～2014.3.31 

 Tri Handoko 

Seto, S.Si,M.si 

BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Arief Suryantoro LAPAN Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Erwin Makmur BMKG Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Sopia Lestari BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Nurzaman LAPAN Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Dr. Dodo 

Gunawan 

BMKG Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Dr. Findy 

Renggono 

BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Ibunu Fathrio LAPAN Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Lukijanto BPPT Researcher 2011.8.1～2014.3.31 

 Nursoemakdi LAPAN Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Ardhasene BMKG Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 

②研究項目 

MCCOEにおける共同研究・開発により、グループ４で集められるデータが社会応用可能な二次的

気象・気候情報に変換すると共に、社会的適用例となる成果を出す。 

 

（６）グループ６「短期気候変動の予測に関する成果を得る」 

①研究参加者 

【日本側】 

種別 氏名 所属 役職 参加期間 

○ 水野 恵介 (独)海洋研究開発機構 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ﾃﾞィﾚｸﾀｰ 

2009.11.1～2012.9.30 

○ 升本 順夫 (独)海洋研究開発機構 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 2009.11.1～2014.3.31 



SATREPS終了報告書 

 

 - １１ - 

ﾃﾞィﾚｸﾀｰ 

 安藤 健太郎 (独)海洋研究開発機構 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ﾃﾞィﾚｸﾀｰ 

2009.11.1～2014.3.31 

 柏野 祐二 (独)海洋研究開発機構 技術研究

主幹 

2009.11.1～2014.3.31 

 Rahmat 
Hidayat 

(独)海洋研究開発機構 ﾎﾟｽﾄﾞｸﾄﾗ

ﾙ研究員 

2010.4.1～2013.3.31 

 宮本 直子 (独)海洋研究開発機構 特任事務

副主任 

2011.4.1～2014.3.31 

 

【相手国側】 

種別 氏名 所属 役職 参加期間 

○ Dr. Eddy 

Hermawan 

LAPAN Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Lely Qodrita 

Avia, M.Si 

LAPAN Scientist 2010.4.1～2014.3.31 

 Marjuki BMKG Scientist 2011.5.1～2014.3.31 

 Nur Febrianti, 

S.Si 

LAPAN Scientist 2011.5.1～2014.3.31 

 Kadrsah, M.Sc BMKG Scientist 2010.4.1～2014.3.31 

 Asmono BMKG Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Saipul Hamdi LAPAN Scientist 2011.5.1～2014.3.31 

 Hartanto 

Sanjaya、
S.Si,M.Sc 

BPPT Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Fierra Setyawan, 

M.Si 

BMKG Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Laras 

Tursilowati 

LAPAN Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Dr. Fadli 

Syamsudin 

BPPT Project 

Manager 
2010.4.1～2014.3.31 

 La Ode Nurman 

Mbay, M.Si 

BRKP Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Dr. Edwin 

Aldrian 

BMKG Researcher 2010.4.1～2014.3.31 

 Erma Yulihastin LAPAN Researcher 2011.5.1～2014.3.31 

 Andhika 

Hermawanto 

BMKG Researcher 2012.12.1～2014.3.31 

 Sunaryo BMKG Researcher 2012.12.1～2014.3.31 

 

②研究項目 

MCCOE における共同研究・開発により、短期気候変動（季節内変動、エルニーニョ、ダイポール

モードなど）の予測に関する成果（例えば、エルニーニョと定義される 0.5℃以上の表面海水温上

昇を予測）を得る。 

 

 

§４ プロジェクト実施内容及び成果  
 

４．0 プロジェクト全体 

 



SATREPS終了報告書 

 

 - １２ - 

(1)グループを統合した全体の成果 
 

(Output 1) 中核的研究機関（MCCOE）の組織的枠組み（組織、人員、予算）が構築された。 

・  MCCOEが、BPPTの地球科学技術部（GEOSTECH）傘下に、BMKGおよび LAPANとの

強い連携のもとに、ジャカルタ郊外の国立技術開発研究特区（PUSPIPTEK）内にインドネシ

ア政府完全出資で竣工の新棟に設立され（図 4）、2013年 11月 13日に開所式を挙行した。 

・  MCCOE を中心とした、気候監視・予測研究に関するインドネシア国内の超省庁的な枠組

み、および国際共同事業に対する受け皿の構築が開始された（図 5; 具体的取組は、後述

の各 Outputs に述べる）。 

 

 
図 4 竣工した BPPT-GEOSTECH とMCCOE使用区域の一室 

 

 

図 5 インドネシア側が提出した MCCOEの組織構想 

 

(Output 2) 最適化した気象レーダー・プロファイラ網により、短期気候変動に伴う降雨変動の監

視・予測を行うに耐えうる高精度化（表示は 1 mm/h単位、精度については雨量計との比較の結

果、地形によるが誤差≪30％に向上）した観測技術がMCCOEに確立された。 
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・  既存のレーダー・プロファイラ運用技術が、現地研修（を兼ねた 2010 年ジャカルタと 2011

年パダンでの集中観測）を通じてBPPT, BMKG, LAPANの 3機関に移転され、インドネシア

側による主体的な観測運用が開始された（図 6, 図 7）。 

・  日本でもまだ研究開発段階にあるマルチパラメタレーダー（MPR）が東南アジアでは初め

て導入され、海外・現地研修を経てインドネシア側が運用可能となった（図 6）。 

・  レーダーを用いた雨量推定（QPE）についての研究集会や初期成果が刊行された。 

 

 

図 6 2011年 12月パダン集中観測研修の MPR（右上）による雨域の水平（左）・鉛直（右下）分布 

 

 
図 7 当プロジェクトの海大陸レーダー・ブイ観測網 

 

(Output 3) 最適化した海上観測網により、短期気候変動予測を可能とする観測技術（表面水温等

の誤差≪1％での測定）がMCCOEに確立された。 



SATREPS終了報告書 

 

 - １４ - 

・  気候変動観測ブイに関する設計、組立製作、陸上確認試験、設置、回収、雨量・大気圧

に関するセンサ校正に至る全ての技術が現地・国内さらに両国の船上での研修を通じて移

転され、2基のブイがBPPT, BRKPのインドネシア人技術者により製作された（2号基は 2013

年 11月海上総合試験を完了し、2014年 6月にインドネシア側により設置予定）。 

・  インドネシア製気候変動観測ブイ 1号基がパプア島近海に（米日に続く 3ケ国目として）設

置され、UNESCOと共催の国際シンポジウムで報告され、世界各国から高く評価された。(図

９) 

・  1 号基の観測停止の原因追究を契機として vandalism 問題が改めて検討され、非常用位

置送信機増設、設置海域の再検討などが対策として立てられた。（図８） 
 

 
図 8 InaTRITON 1 号基の係留系全体構成 

 

 
図 9 InaTRIRON 1号基の組立、更正、設置の作業（左）とその成功の報道（右） 
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(Output 4)  MCCOEにおける共同研究・開発を通じ、上記Outputs 2～3の大気・海洋観測網の大

量のデータを品質管理・蓄積・解析し、インドネシア国内社会各方面に公開する技術がMCCOE

での共同研究により確立された。 

・  インドネシア全土にわたる歴史的気候資料（目標の 7 割以上、誤差＜10％）が収集・デー

タベース化され、日イ共同研究（図 10）のほか、BMKGにより国際組織にも提供された。 

・  Output 2のレーダーデータを用いた実時間降雨監視システム（SIJAMPANG、雨量誤差＜

20％）が完成し、大統領府の国家防災庁（BNPB）等に配信されるとともに、BMKG が全土

30地点以上に建設中のレーダーにも全て応用されることになった（図 11）。 

・  Output 3のブイデータの実時間・回収後の品質管理ソフトウェア（誤差≪1％）を、研修を受

けたインドネシア人技術者が開発（図 12）、さらに他のインドネシア人への研修が行われた。 

・  以上全てのデータが MCCOE と併設されたデータセンター（NEONET）に集積され、雨季

には超省庁的ブリーフィングが定期的に行われるなど、統合的利用が可能となった。 

 
図 10 海陸の観測資料に基づくジャカルタ雨量と太平洋・インド洋海水温との強い相関 

 

 
 

     
 

図 12 ブイ実時間
データの品質管
理ソフトウェアの
出力例 

図 11 レーダー実時間データ
（SIJAMPANG）の国家防災
庁（BNPB）での表示および
全土（BMKG レーダー網）
への応用（左下） 



SATREPS終了報告書 

 

 - １６ - 

(Output 5)  MCCOEにおける共同研究・開発により、Output 4で集められたデータが社会応用可

能な二次的気象・気候情報に変換されるとともに、社会的適用例となる成果が得られた。 

・  レーダーデータを用いた河川水文モデル計算（水位について観測値との比較の結果から

誤差≪20％）が開始され、河川の日周期変化の発見やその成因の解明、洪水など顕著現

象を起こす条件の推定が、地球規模枠の留学生により進められている（図 13）。 

・  領域気象モデルを用いた局地的な風や雨の変動の予測（各種観測との比較によると的中

率～60％）を、2010年ジャカルタと 2011年パダンの集中観測の際に開始した。 

・  2013年 1月のジャカルタ洪水を起こした豪雨の解析がインドネシア人若手研究者によって

行われ、日本側研究者と共著で論文刊行・報道発表された（図 14）。 

 

 
図 13 レーダー観測される雨雲移動（下）・雨量（中）と同期した河川水位（上）の日周期変化 

 

 
図 14 2013年 1月大統領府・大使館を浸水（左上）させた豪雨のレーダー観測（右）と成因（左下） 
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(Output 6)  MCCOEにおける共同研究・開発により、短期気候変動（季節内変動、エルニーニョ、

ダイポールモードなど）の予測に関する成果（例えばエルニーニョと定義される 0.5℃以上の表面海

水温上昇を予測）が得られた。 

・  Output 4 の気候データから、ジャカルタ地域の降雨と、太平洋のエルニーニョ南方振動

(ENSO)、インド洋のダイポールモード振動(IOD)の両方との強い相関が示された（図 10）。 

・  Output 4の国際ブイ網データから、ENSO・IODに伴う海面・海流変動が解析されている。 

・  JAMSTEC 開発の気候モデルでインドネシア全土の降雨を予測し、これを気候資料と比較

して、主要稲作地域（大統領令で指定）の農業応用に利用できること（的中率～60％）が、イ

ンドネシア人ポスドクが中心となった共同研究によって示された（図 15～17）。 

・  ブイ網による海水温観測やモデルによる降雨予測はインターネット上で公開しており、イン

ドネシア大統領府の気候委員会などのほか、オーストラリアの農家などでも利用されている。 

 

 
図15. エルニーニョ時（上段）と正のダイポールモード時（下段）の9～11月雨量偏差の観測（左列）とモデル（右列）の比較 

 

  
図 16. ダイポールモードとジャカルタ雨量（左）、エルニーニョとマカッサル雨量（右）の相関（9～11 月） 
 

 
(2)今後期待される効果 

今後 MCCOE では、本プロジェクトの成果により、§１の冒頭に述べたこの地域の海陸が引き起

こす様々な短周期気候変動が全て検出可能となり、それに基づく 1日後、1週間後、1年後の雨量

予測や、雨量変動に伴う社会影響（洪水、渇水、農業生産など）を最大限緩和する政策提言など

図 17 マカッサルにおける
米の生産面積、生産量、
観測された降雨、指標か
ら求められた降雨およ
び、SINTEX-F による降
雨予測の時系列 
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を、インドネシア人の自力で行えるようになるはずである。インドネシアが自力で観測を維持し成果

を世界に発信することの GEOSS など国際学術計画におけるインパクトは極めて大きく、これにさら

に日本の本グループが対等に協力して共同研究することにより、赤道域に特徴的な海陸共存によ

る気候変動メカニズムという世界の学界に衝撃を与える学術的成果も得られると強く期待される。 

既に 2012年 10月にUNESCOと共催でジャカルタで開催した国際シンポジウムでは、米日が維

持してきた太平洋ブイ網をはじめとする海陸の気候観測網にインドネシアが新たに参入したことが

示され、また 2013年の JpGU国際セッションやWCRP-MAHASRI会議等でインドネシア側研究代

表者により MCCOE 開設が示されたことは、アジア諸国はもとより欧米を含からも大きな驚きと期待

をもって迎えられ、さらにこれに刺激されて米・中・韓・印が SATREPS 的なプロジェクトを模索したり、

また他のアジア諸国でも MCCOE的なセンターを構築しようとする動きが出ている。 

一方、1 月の洪水時の豪雨が本プロジェクトのレーダー連続観測で完全に捉えられたことで、豪

雨の成因解明や減災・防災のためにレーダー技術とその応用が極めて効果的であることを、インド

ネシア国内社会に広く周知させることとなった。これを基礎としてBMKGは自国予算による 30地点

以上のレーダー網を構築しつつあり、これが完成すれば既に G20 の一国であるインドネシアのさら

なる発展はもとより、それに合わせて急増している日本人駐在員・観光客の安心・安全は飛躍的に

向上するはずである。 

 

 

 

４．１ 独立行政法人 海洋研究開発機構(JAMSTEC) 

 

(1)研究実施内容及び成果 

 

研究題目： 雲・降雨および海洋観測網の最適化・高精度化による短期気候変動適応・影響緩

和 

具体的な研究実施内容は以下の通りである： 
 

1) 本研究全体を総括し、インドネシア側に対して MCCOE の運用や政策応用に関する提言

を行った。（山中・水野（～2012年 9月）・安藤（2012年 10月～） 

2) 気象レーダー網の最適化によるインドネシア域内の雲・降雨の高精度観測を BPPT, 

LAPAN, BMKG と共同で行い、また領域大気・陸面モデル計算をも行って短周期気候変

動予測を高精度化するとともに、これに基づく気候変動適応・影響緩和策を提案した。

（森・伍・濱田（～2013年 3月、現在も協力者）・上米良（～2012年 10月）・Reni（神戸大学

連携講座院生）） 

3) ブイ技術の移転およびデータ品質管理技術の移転によるインドネシア周辺海域の高精度

観測を BPPTおよび BMKG と共同で行い、短周期気候変動予測を可能とする海洋・海上

大気変動シグナルを抽出・解析した。（安藤・石原・福田・植木・柏野・松本・山口・Rahmat

（～2013年 3月）） 

4) 高精度大気・海洋観測結果を用いた広域大気・海洋モデル計算結果を利用して、インド

ネシアの降雨を中心とした気候変動適応のための気候変動影響マップを作成する。（水

野・升本・安藤・柏野・Rahmat・Reni） 
 

 

カウンターパートへの技術移転の状況（日本側および相手国側と相互に交換された技術情報を

含む）は以下の通りである： 
 

・   Outputs 2 （レーダー陸上観測網運用）については、文科省資産の 4 基（パダン MIA

の XDR、ポンティアナ・マナド・ビアクの WPRs）と JAMSTEC 資産の１基（ジャカルタ

Serpong-PUSPIPTEK の CDR）の全てが、当初計画通り 2012 年からイ国側の運用となっ

た。特に首都防災にも多大に貢献可能な CDR については、イ国政府（BPPT）予算により
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順調に観測が継続され、通信ネットワークも改善（VSAT 衛星通信から NEONET 光通信

へ改修）、さらには独自に観測データ回収体制も整えるなど、ほぼ自主運用体制が整っ

た。2013年 1月 17日を中心に洪水を引き起こした豪雨についても観測が実施され、その

際に問題のあったインフラ（停電・ネット不通）についても直後に改善策が取られた。2013

年 2～3月には、実質 3年間の Output 2の活動総括を行うと共に、最終段階の Output 5

についても議論する「MCCOE レーダー気象/気候学ワークショップ」や「プロファイラ応用

ワークショップ」を実施した。2013 年度にも他経費での招聘なども利用して、技術移転の

進展を図っている。 

・   Output 3 （ブイ開発・海上観測網運用）については、プロジェクト開始以来毎年、国内

での観測原理などに関する研修、現地（スルポン PUSPIPTEK）でのイ国製気候ブイ

（InaTRITON）の実機組立ならびに総合動作試験、日イ両国の観測船（みらい及び

Baruna Jaya III）での設置研修および 2012年 9月には 1号基設置を行った。これらの研

修で培われたインドネシア側ブイチームの雰囲気や能力は、中間評価の際に極めて高く

評価された。設置の際には、衛星通信系統に見られた不具合を利用して、オンデッキオ

ペレーション訓練も実施できた。これらの成功を踏まえ、10月 24日にUNESCO-IOC代表、

米国 AGU 総裁、中・韓・印の研究者を迎えて「国際ブイシンポジウム」を BPPT で開催し

た。本報告書執筆現在、本年度分の国内招聘研修と、2号基製作を通じた技術移転が並

行して進められている。なお 1 号基に見られた vandalism 害についてはインドネシア側技

術者も深く心を痛めており、過去データ分析を真剣に行ってさらなる対策を積極的に検

討している。 

・   Output 4（データ統合）については、まず歴史的データについては BMKG スタッフの

JICA 研修（2013 年 1 月）の機会などを通し、官署日雨量データの収集・品質管理を進め、

インドネシア全域約 100 地点（パプアを 除く）の 1970 年代以降のデータベース化を行い、

作成したデータセットより、ジャカルタ首都圏周辺の降水経年変動と ENSO/IOD との関連

について論文発表を行い、Output 6の SINTEX-F 出力結果の検証等も進めた。中間評

価時に強く推奨された、日本 ODA による各種 JICA事業との連携が進めつつあり、気候

変動関係の BMKG駐在専門家などとも情報交換を開始している。またレーダーデータの

イ国側 NEONET による蓄積・管理・公開も継続している。一方、ブイ観測データについて

は、InaTRITON 1号基運用開始に先駆けてイ国側技術者が（昨年度までの研修を踏まえ

て）制作したリアルタイム品質管理システムの最終調整が行われ、特にイ国側発案のイリ

ジウム通信用に特化した整備が完了した。ブイ通信系不具合はあったが、12 月には日本

側からイ国側への再度の現地研修、また1月28～29日にはイ国側技術者を講師として広

範な利用者を対象にしたワークショップも開催した。 

・   Output 5（局地・短時間変動対策）については、日本側中心の気象庁気象研非静力学

モデル（NHM）を応用した予報実験（2013年 1月洪水時を含む）、BPPTの SIJAMPANG

担当者が中心となった雨季の降雨ブリーフィング（1～2 月の毎日）、両国それぞれのホー

ムページ管理が継続されている。一方、降雨に伴う河川変動を研究テーマとして昨年 10

月神戸大学博士課程に入学した地球規模枠国費留学生は、約 1年間の JAMSTECでの

研修・研究を完了した後、現在は神戸で最初の論文投稿目前である。Output 2 の所で触

れたように、2月 28日～3月 1日にはOutput 5の来年度本格化も展望するワークショップ

やチュートリアルを、担当者以外の専門家も招いて BPPTで開催した。 

・   Output 6（広域・長時間変動対策）については、 JAMSTEC 気候予測モデル

（SINTEX-F）の出力の解析を継続し、エルニーニョの予測からマカッサルの降雨が、イン

ド洋ダイポールの予測からジャカルタの降雨がある程度予測できること、これを利用して

SINTEX-F 以外のネット上情報からでも統計的に確らしい予測指標を独自に作ることがで

きること、またイ国の過去の農業生産に降雨と良い相関をもつ 10 年程度の規模の変動が

あること、などがわかった。なお今年度は、BPPTのみではなく、BMKG や LAPAN からの

研修生をも受け入れ、2週間にわたり研修を行なった。 
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(2)研究成果の今後期待される効果 

・   Outputs 2, 4, 5のレーダー観測と SIJAMPANGによる特にジャカルタ首都圏の降雨監

視については、今後も毎年度雨季（12～2 月）にブリーフィングが行われることになってお

り、MCCOE にはそのためのネットワーク・大型ディスプレイ等完備の会議室が設けられて

いる。また、国家防災庁（BNPB）や公共事業省（PU、日本の国交省に相当）での利用もさ

らに本格化する計画で、最近開始された他プロジェクトでそれらに駐在している日本人

JICA専門家や業者の訪問希望が多く出てきている。 

・   Outputs 3, 4, 6のブイ観測については、2012年 10月国際シンポジウムの際に現地有

力紙のほか日系（じゃかるた新聞）の取材があり、それぞれ大きく報道されたが、今後はさ

らに大統領令に基づく米生産地の雨季の予測についての共同研究成果が社会的に大き

く期待されている。 

・   本課題の JICA 業務調整員を中心に、インドネシア国内で活動する他の気候・環境関

係のODA事業等との連携が進められた結果、約 3ケ月ごとに JICA事務所で情報交換・

交流会が行われるようになっており、これは今後もさらに発展して継続の予定である。その

結果現地駐在員間のみならず、例えば 2012年 10月に実施されたような他プロジェクト研

修生の JAMSTEC訪問・セミナー参加、また 2013年 3月に内閣府キズナプロジェクトが実

施して大変好評であったような日本の高校生・大学生の来訪・見学なども次々と企画され

ていくものと期待される。 

・   本プロジェクト内で行ったインドネシア国内各大学の巡回特別講義は、MCCOE 発足

後も滞在する各国の研究者によって実施されていく予定で、同国のこの分野の全国的発

展に大きく寄与するはずである。 

 

 

４．２ 国立大学法人 京都大学 

 

(1)研究実施内容及び成果 
 

研究題目： 風観測網の高精度化と気候変動影響緩和への応用 

 

・  ウインドプロファイラ網によるインドネシア域対流圏内の風速場の高精度観測を LAPAN, 

BMKG と共同で行い、短周期気候変動予測を高精度化するとともに、これに基く気候変

動適応・影響緩和策を提案した。（橋口、妻鹿(2010年 4月～2011年 3月)、Panwar（2012

年 4月～2013年 3月））。 

・   Output 2の中のレーダー運用に含まれる HARIMAU WPRs（ポンティアナ・マナド・ビ

アクの 3 点）については、インドネシア側に譲渡後も、京大グループが中心となって設置

場所である LAPAN・BMKG 地方官署との連絡調整や維持作業を指導してきた。2012 年

9月と 2013年 3月には各 1日程度の集中講義と現地研修も行われた。 

・   Output 4のデータ蓄積に直結する、上記3点のWPRからのデータ伝送設備の保守や、

データ蓄積・品質管理・公開等を、計画通り行った。 

 

(2)研究成果の今後期待される効果 
 

・   Output 2については、今後も LAPAN-京大赤道レーダー（EAR）共同研究の枠組も使

い、MPR 比較観測などを通じて技術移転を継続して推進していく。本プロジェクトの枠外

であるが、京大やその国内共同研究先（島根大など）では本プロジェクトにも関係するイン

ドネシア人ポスドク・院生をも受入れており、このような若手研究者育成も今後も発展的に

継続していく。 

・   Output 2、4、5 の共同研究成果は，京大出身の日イ双方の若手研究者により複数出

版されつつある。 



SATREPS終了報告書 

 

 - ２１ - 

 

 

４．３ 国立大学法人 神戸大学 

 

(1)研究実施内容及び成果 
 

研究題目： 海陸観測網データを用いた降雨監視・予測に関する基礎研究と大学院教育 

 

・  海陸観測網によるインドネシア域の降雨の高精度観測・予測に関する基礎研究をインド

ネシア人若手研究者（博士後期課程日本国費留学生）と共同で行なった。（林・山中（連

携講座兼務）・荻野（同）・Reni（博士後期課程日本国費留学生（地球規模枠））） 

・  留学生は、既に授業についての必要単位は修得し、学会発表も多数行い、現在一本

目の雑誌論文が投稿目前の状態で、2014年 9月末に学位取得できる見込みである。 

 

 

(2)研究成果の今後期待される効果 

 

・  留学生が帰国後は、彼女を中心に、特に Output 5（局地気候）関連で、ジャカルタ首都

圏（JABODETABEK）の本プロジェクト気象レーダー（CDR）・地上気象・河川流量データ

の収集・品質管理・解析や、河川水文モデル構築、水害発生と海洋気候変動（ENSO・

IOD）との関係に力を入れていく計画である。 

・  留学生教育において特に河川水文モデルについては工学研究科（都市災害センター）

大石哲教授に引き続き指導を受けてきたが、今後は同教授とさらに密な連携を行い、この

路線での科学研究費補助金も申請中である。 
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(３)国際学会発表及び主要な国内学会発表 

① 招待講演    （国内会議 2件、国際会議 17件） 

② 口頭発表    （国内会議 117件、国際会議 263件） 

③ ポスター発表  （国内会議 17 件、国際会議 44 件） 

 

(４)知財出願 

    該当なし・ 

 

(５)受賞・報道等  

① 受賞  

   該当なし  

② 新聞報道 

[1]  2011年 1月 6日、GATRA（インドネシア有力週刊ニュース誌）、ENSOと雨季の関係の研究を

紹介（Fadli） 

[2]  2011 年 1 月 12 日、GATRA の洪水に関する記事にインタビュー掲載、ENSO や IOD などと

の関連など最近の研究成果を紹介（Fadli） 

[3]  2011年 5月 19日、KOMPAS （インドネシア最有力紙）、雨季監視・予測への取り組みを紹介

（山中・水野・福田（千）・宮本・Fadli・Erwin） 

[4]  2011 年 6 月 17 日、KOMPAS、ラニーニャと雨季との関係に関する研究状況を紹介（Fadli・

Dodo） 

[5]  2011年 9月 29日、LAPANのHPのトップニュース、レーダー観測を紹介（山中・Fadli・Eddy） 

[6]  2011年 12月、JST News、FoSの記事中で当課題コミュニティのトップページを紹介 

[7]  2012年 1月 26日、KOMPAS、新規導入MPR も含めレーダー観測を紹介（Fadli・Ardhi） 

[8]  2012年 1月 26日、RISTEKの HPのトップニュース、[7]の KOMPAS記事を紹介 

[9]  2012年 2月 24日、BPPTのHPのトップニュース、Marzan長官による SerpongのGEOSTECH

新棟（MCCOEが入居）の起工式（22日）を紹介 

[10]  2012年 3月 12日、RISTEK HPに Gusti研究技術大臣のMPR・InaTRITON披露式お

よび FoS ワークショップでの式辞全文掲載 

[11]  2012年 3月 15日、中国政府ウェブサイトに、新華社通信配信で本計画を紹介 

[12]  2012年 3月 19日、じゃかるた新聞（インドネシア在留邦人紙）、レーダー・ブイ披露式（12

日）および当課題全体を紹介 

[13]  2012年 10月 25日、じゃかるた新聞、ブイ 1号基・国際シンポジウム（安藤他） 

[14]  2012年 2月 1日、METRO-TV、雨季監視（SIJAMPANG など）（Fadli, Ardhi, Seto他） 
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[15]  2012年 2月 16日、Media Indonesia、雨季監視・予測への取り組みを紹介（Fadli 他） 

[16]  2013年 5月 15日、日刊工業新聞、インドネシア豪雨の原因・メカニズム、熱帯対流活動
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[19]  2013年 9月 5日、朝日新聞、（探究人）赤道直下、豪雨の謎に迫る（伍） 

[20]  2014年 1月 29日、じゃかるた新聞、降水量少なめ  対策に遅れ 監視データで対策を 

洪水の原因を聞く（山中） 

 

 

(６)成果展開事例 
 

①実用化に向けての展開 

当課題の対象とする気候観測・予測・応用は、基本的には国家機関が取扱う（製作・開発も担当

機関が自作する）が、以下のようなものが下時点で既に実用段階に達している： 

・  レーダーリアルタイム降雨監視システム（SIJAMPANG）  

・  気候観測（InaTRITON）ブイ 

・  ブイデータリアルタイム品質管理システム 

 

②社会還元的な展開活動 

・  レーダーおよび地上・高層気象観測データは、日イ双方の担当者によって解析されて論

文・学会発表されているほか、全地球観測システム（GEOSS）や世界気候研究計画

（WCRP）などの諸計画にも提供され、気候研究やモデル精度向上に用いられている。 

・  特にジャカルタ首都圏のレーダーデータは、前述のリアルタイム監視システム

（SIJAMPANG）に直結してインターネット上に公開（http://neonet.bppt.go.id/sijampang/）され

ている 

・  ブイ観測データは、インドネシア領海内のもの（これまでは日本側 JAMSTEC が製作・設

置したもの）が、既に気象通報網（GTS）に送信されて全世界の天気図や気候監視に用いら

れているほか、日イ双方の研究、GEOSS やWCRPなどの国際計画に活用されている。 

・  以上現時点で得られるデータは全て、2012年 1～2月にほぼ毎日行われた「ジャカルタ首

都圏降雨ブリーフィング」に活用され、（気候学的に多雨傾向のあるラニーニャ期にも拘わら

ず）洪水害を最小限に抑えることができた。 

 

③ シーズ段階案件 

本プロジェクトで築かれた基礎の上に、事後評価の頃までに以下のようなものが実用化される予

定である： 

・  ブイ観測データの事後（delayed）品質管理を含めた、全ての気候観測データの統合シス

テム 

・ 領域気象・気候予測および河川流量予測システム（前者は既に試験段階にある） 

・ 全球気候予測（SINTEX-F）と領域・河川モデルを結合してのハザードマップ 

・ 全球気候予測（SINTEX-F）の農業気候応用（既に速報的成果が出ている） 
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§６ プロジェクト期間中の主なワークショップ、シンポジウム、アウトリーチ等の活動 

 
年月日 名称 場所 

（開催国） 

参加人数 

（相手国からの

招聘者数） 

概要 

H21.4.24 機構内関係者打合せ 日本 14 名 研究者・事務方情報共有 

H21.4.30 キックオフ会議 日本 12 名 顔合せと今後の予定 

H21.5.12

～16 
世界海洋会議 インドネシア 

全体約 1500 名 

関係セッション

は 50 名（45 名） 

大気海洋相互作用の科学的

議論の中で当課題紹介 

H21.5.20 第 1 回勉強会 日本 15 名 背景や経過の整理 

H21.6.2 関係者打合せ 日本 18 名 研究者・事務方情報共有 

H21.6.16 第 2 回勉強会 日本 10 名 計画内容・目的の確認 

H21.7.7 第 3 回勉強会 日本 10 名 詳細策定調査の計画 

H21.7.31 対処方針会議 日本 
14 名（ジャカル

タとも TV接続） 

勉強会総括、詳細策定調査

具体案、外務省へ報告 

H21.8.13

～12 
詳細計画策定調査 インドネシア 

約 50 名（約 40

名） 

BPPT ・ LAPAN ・ BMKG 会

議、マスタープラン原案確

定、スルポン現地視察 

H21.8.27 調査報告会 日本 約 10 名 
調査結果総括、今後の確認、

外務省へ報告 

H21.10.27 機構理事会 日本 約 15 名 CRA文案承認 

H21.11.5 文科省資産譲渡検討会 日本 8 名 レーダー譲渡検討開始 

H21.11.8

～14 
UNUD 集中講義 インドネシア 約 60 名 気象・気候の基礎の講義 

H21.11.16

～20 
GEO 総会 米国 

全体約 1000 名 

（イ国から 4 名） 

GEOSS 国際調整、アジア太

平洋シンポ開催案確定 

H21.12.21

～25 

BPPT ・LAPAN ・BMKG

協議 
インドネシア 

約 30 名（約 26

名） 

GEOSS シンポ、当課題その

他懸案を議論 

H22.2.2 両国担当者協議 日本 約 20 名（2 名） CRA締結事前調整 

H22.2.4 
JAMSTEC-BPPT CRA

調印 
日本 約 20 名（4 名） 

Marzan 長官、 Jana 次官、

Sadly局長、Fadli代表来訪 

H22.2.5 BPPT-JST・JICA表敬 日本 各約 8名（4名） 高松執行役、加用審議役 

H22.2.8 ～

9、23、3.4 
SATREPS 特任選考 日本 各約 5 名 書類および面接選考 

H22.2.16

～19 
両国担当者会議 インドネシア 

約 10 名（約 7

名） 

キックオフワークショップの企

画・調整 

H22.3.9 キックオフワークショップ インドネシア 
約 40 名（約 30

名） 

計画全体の現状と計画につ

いて確認し具体的議論 

H22.3.10

～12 

GEOSS アジア太平洋シ

ンポジウム 
インドネシア 

全体約 500 名

（ｲ国約 400 名） 

地球観測全般を協議する中

で当課題紹介・位置づけ 

H22.3.14

～17 
MCCOE 推進室準備 インドネシア 1 名 BPPT 内を調査・準備 

H22.4.23 第 1 回研究者会議 日本 15 名 
今年度計画確認、JICA 予算

執行・調整員等見通し 

H22.5.13 
第 2 回研究者会議 

（両国研究代表者協議） 
日本 16 名（2 名） JCC・ブイ WSに関する協議 

H22.6.2 駐在開始打合せ インドネシア 4 名（3 名） Jana 次官・Sadly局長表敬 

H22.6.7 両国研究代表者協議 インドネシア 
約 20 名 

（約 15 名） 
JCCに関する事前打合せ 
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H22.6.8 第 1 回 JCC インドネシア 
約 30 名 

（約 20 名） 

実施状況報告・協議 

今後の計画に関する協議 

メンバー追加・修正 

ミニッツ作成・調印 

H22.6.8-10 
ブイ開発・データ品質管

理ワークショップ 
インドネシア 

約 25 名 

（約 20 名） 

ブイ開発計画確認・協議 

データ品質管理確認・協議 

H22.6.9 京大との協議 インドネシア 5 名（1 名） レーダー観測関係 

H22.6.11 JICA との協議 インドネシア 3 名 JCC開催関係等の支払等 

H22.6.16 第 3 回研究者会議 日本 11 名 
JCC・ブイ WS総括 

レーダー運用（継続・新規） 

H22.7.9 両国研究代表者協議 インドネシア 
約 10 名 

（約 7 名） 

福田調整員着任挨拶 

JICA予算執行打合せ 

レーダー運用支払方法確認 

MCCOE 推進室開設 

H22.7.21 第 4 回研究者会議 日本 14 名（1 名） 

MCCOE 推進室開設報告 

各 Outputs現状報告 

今年度・全体計画協議 

H22.7.28-2

9 
BMKG ワークショップ インドネシア 

約 100 名 

（約 95 名） 

気象・気候関係諸問題 

日イ共同研究現状報告 

H22.8.2 両国研究代表者協議 インドネシア 7 名（5 名） 
Ridwan新次官初協議 

福田調整員紹介 

H22.8.3 NEONET 研究会 インドネシア 
約 20 名 

（約 18 名） 

データ集積・活用打合せ 

SIJAMPANG 運用打合せ 

H22.8.6 LAPAN との協議 インドネシア 
約 20 名 

（約 18 名） 

BPPT-LAPAN 連携協議 

プロファイラ運用打合せ 

H22.8.31 第 5 回研究者会議 日本 14 名(1 名) 

JST 視察に関する打合せ 

レーダー運用・調達関係 

ブイ研修招聘関係 

JST 追加予算について 

H22.9.21 LIPI・京大ワークショップ インドネシア 
約 50 名 

（約 40 名） 

MCCOE 計画招待講演 

LIPI・京大連携打合せ 

H22.9.22 両国研究代表者協議 インドネシア 5 名（3 名） JST 視察等に関する打合せ 

H22.9.27

～28 
JST 視察・RISTEK 協議 インドネシア 

約 20 名 

（約 16 名） 

BPPT 長官・RISTEK 副大臣

表敬とMCCOE 計画説明 

JST-RISTEK 協議 

NEONET, PUSPIPTEK 視察 

H22.9.28 両国代表機関間協議 インドネシア 5 名（3 名） 
水野 PD・Ridwan次官会談 

MCCOE, IOC 関係の議論 

H22.10.6

～7 
BMKG ワークショップ インドネシア (約 100 名) WMO-GAW との連携議論 

H22.10.8 UNPAD 特別講義 インドネシア （約 150 名） 両国研究代表者で講義 

H22.10.21 BPPT-TISDA一般公開 インドネシア （約 100 名） 展示、紹介冊子刊行 

H22.10.22 第 6 回研究者会議 日本 14 名 (4 名) 

BPPT 側新体制方針、追加予

算、シンポジウム等に関する

打合せ 

H22.11.2 
インドネシア側研究者会

議 
インドネシア 

約 30 名 

（約 29 名） 

研究組織・責任者確認 

MCCOE 構築について 

H22.11.15 インドネシア学術審議会 インドネシア （約 200 名） 計画の紹介（招待講演） 

H22.12.1 両国機関間協議 日本 11 名（5 名） 
シンポジウムおよび今後の主

要方針を協議 
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H22.12.2

～3 

UNESCO-IOC シンポジ

ウム「気候変化と変動に

おける印度洋と太平洋

の役割」 

日本 
約 200名（約 30

名） 

第２日目に山中課題・山形課

題共同で SATREPS ワークシ

ョップを開催 

H22.12.6 第 7 回研究者会議 日本 10 名 
IOC 総括、合同成果報告会

方針、留学生推薦開始等 

H22.12.10 
SATREPS 合同成果報

告会 
日本 約 50 名 

進捗および計画を発表し、委

員会の助言を受ける 

H22.12.22 IPB 特別講義 インドネシア （約 200 名） 両国研究代表者で講義 

H23.1.12 第 8 回研究者会議 日本 13 名 
来年度計画、予算使用状況、

留学生推薦決定等 

H23.1.22 
JST シンガポール事務

所からの視察 
インドネシア 6 名（3 名） 

MCCOE推進室・NEONET視

察、JST ウェブ意見交換、等 

H23.2.7 ITB 主宰気候講演会 インドネシア （約 50 名） 産業界へ向けて計画紹介 

H23.2.14 第 9 回研究者会議 日本 11 名 諸報告、予算使用状況、等 

H23.2.16 BPPT 次官との懇談 インドネシア 6 名（3 名） 来年度計画、CINDY 連携等 

H23.2.16, 

18 
BMKG との打合せ インドネシア (約 20 名) 来年度計画、CINDY 連携等 

H23.3.3 ブイデータ研究会 インドネシア （約１0 名） 研修結果、来年度計画等 

H23.3.8 NEONET 研究会 インドネシア （約 20 名） ブイ観測・解析結果等 

H23.3.6 ～
18 

IPB、UNDI、PITB 講義 インドネシア （各約 100 名） ブイ観測・解析結果等 

H23.3.17 臨時非公式研究者会議 日本 6 名 
震災関係対応、報告書、来年

度計画、等 

H23.3.25 
インドネシア側研究者会

議 
インドネシア （約 20 名） 

予算状況、概算要求、建物構

築、学会・論文誌創設等 

H23.3.27

～31 
両国ブイ班協議 韓国 4 名（2 名） 

IOC-WESTPAC における国

際ブイ網に絡めて今後の計

画を協議 

H23.3.28

～30 
UNUD 集中講義 インドネシア （15 名） 

熱帯気象学・気候学全般を述

べた後、計画紹介 

H23.4.5 第 10 回担当者会議 日本 16 名 
23 年度全体計画確認、JCC

準備、各班進捗等 

H23.4.6 臨時コア担当者会議 日本 6 名 JCC日程変更対応 

H23.4.24

～5.10 
ブイ工学現地・船上研修 

インドネシア 

同 EEZ内 
13 名（8 名） 

ジャワ南沖の実習地点で既

製ブイの設置・回収を研修 

H23.5.11

～12 

第 3 回インドネシア側担

当者会議 
インドネシア （約 20 名） 

各班進捗報告・計画、JCC 準

備、MCCOE に関する議論 

H23.5.13 臨時コア担当者会議 日本 6 名 JCC対応確認 

H23.5.18 両国担当者会議 インドネシア 10 名（7 名） JCC議題調整 

H23.5.18 
JICA ジャカルタ事務所

ブリーフィング 
インドネシア 5 名 

石黒次長に進捗状況報告、

JCC議題調整 

H23.5.19 
第 2 回両国共同運営委

員会（JCC） 
インドネシア （約 30 名） 

全体および各班進捗報告、

計画およびMCCOE の議論 

H23.5.21

～24 
MPR設置候補地調査 インドネシア （約 10 名） 

スマトラ本島西岸およびシポ

ラ島の観測候補地の調査 

H23,5.23

～27 

ブイデータ品質管理研

修 
インドネシア （約 10 名） 

品質管理研修、プログラム開

発、等 

H23.6.7 第 11 回担当者会議 日本 18 名 
JCC、ブイ船上研修・WS、レ

ーダー準備状況の各報告、
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MCCOE に関する議論、等 

H23.6.6 ～

10, 14～17 
UNUD 集中講義 インドネシア （約 30 名） 

全球・熱帯・海大陸における

気候に関する講義 

H23.6.21

～ 23, 27; 

7.14 ～ 15, 

22; 8.9 ～
10, 16 

BPPT 特別講義 インドネシア 7 名（6 名） 
全球・熱帯・海大陸における

気候に関する講義 

H23.6.24 ITB 共同研究打合せ インドネシア 6 名（5 名） 
ITB の助教・院生の研究への

助言と今後の計画を議論 

H23.6.27

～7.1 
国際共同研究打合せ 中国 4 名 

海大陸の海洋観測の現状紹

介と今後の共同の議論 

H23.7.4 第 12 回担当者会議 日本 14 名 
各班進捗状況、FoS 対応、国

費留学生受入の報告・議論 

H23.7.10

～23 
ブイ工学招聘研修 日本 12 名（8 名） 

むつ・横須賀でブイ製作・設

置・回収技術について研修 

H23.7.11 
BMKG・東大・JICA共同

研究打合せ 
インドネシア （約 50 名） 

SriWoro 長官・住教授・宮崎

研究員らと全球長期気候予

測のダウンスケーリング、観測

データ利用に関する議論 

H23.7.12

～13 

ASEAN 日本政府代表

部打合せ 
インドネシア 8 名 

清水書記官らと自然災害情

報網構築に関する議論 

H23.7.17

～30 
MPR設置予定地調査 インドネシア （約 10 名） 

MPR 観測、同時観測の各地

点を確定 

H23.7.19

～21 
京大共同研究打合せ インドネシア 4 名 

津田 RISH 所長・山本教授ら

と共同研究全般の議論 

H23.7.26 JICA打合せ 日本 7 名 
野 田 課 長 ・ 肥 田 野 女 史

JAMSTEC訪問 

H23.8.7 ～
21 

MPR工場研修 ドイツ 7 名（4 名） 
MPR 実機について原理・運

用方法全般について研修 

H23.8.13

～9.20 

ブイ工学みらい船上研

修 
太平洋上 6 名（2 名） 

むつ～シンガポール間航海、

インドネシアEEZ内ブイ回収・

設置実習、等 

H23.8.22

～24 
国際共同研究打合せ ベトナム （1 名） 

Fadli 代表が当プロジェクト全

体について紹介 

H23.8.29 第 13 回担当者会議 日本 14 名 
BPPT 訪日団対応、各班状

況、JST 追加予算の議論 

H23.9.6 JST 広報取材 日本 5 名 
JSTニュースへの当プロジェク

ト全体の紹介、ブイ視察 

H23.9.7 ～
9 

JAMSTEC・BPPT 協議 日本 約 20 名（5 名） 
MOU更新に際して、当プロジ

ェクトについても議論 

H23.9.11

～10.8 

ブイデータ品質管理研

修 
日本 3 名（1 名） 

品質管理の研修とプログラム

作成、等 

H23.9.22

～23 

RISTEK・LAPAN・京大

共同研究打合せ 
インドネシア （約 150 名） 

EAR10 周年記念行事に際し

て Suharna 大臣、Teja 長官、

塩田副総長・津田所長、島田

公使らに状況紹介・議論 

H23.10.5 第 14 回担当者会議 日本 18 名 
諸協議・各班状況・国費留学

生紹介、追加予算等の議論 

H23.10.11

～12 

ジャカルタ首都圏 AWS

設置 
インドネシア （4 名） 

降雨監視へ向けたインドネシ

ア側の取組 
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H23.10.11

～12 

Output 6（広域気候）ワ

ークショップ 
インドネシア （約 20 名） 

JAMSTEC・米国とも TV 会議

で結び、経年変動の現状と今

後の研究計画を議論 

H23.10.17

～18 

国際再生エネルギー会

議（WREC）招待講演 
インドネシア 1 名 

世界各国からの約 400名を前

に山中が基調講演 

H23.10.25

～11.15 
MPR現場研修 インドネシア （約 10 名） 

ボゴールの試験地でメーカー

技術者の実習指導・講義 

H23.11.6 
JST井上 POブリーフィン

グ 
インドネシア 3 名 

進捗・計画の全般を紹介、大

崎北大教授課題とも交流 

H23.11.7

～9 
ブイ工学ワークショップ インドネシア （約 20 名） 

船上研修結果をもとに 1 号基

製作・設置を具体的に議論 

H23.11.15 第 15 回担当者会議 日本 15 名 
各班進捗、23 年度後半の主

要計画に関する議論 

H23.11.22

～23 

BMKG 気候変動シンポ

ジウム/国際デルタ会議

（IDEC）招待講演 

インドネシア （約 100 名） 

Sri Woro長官らおよび日米豪

欧・マレーシア・南ア・ケニア

等の気象関係者に講演 

H23.12.1

～31 
MPR・XDR集中観測 インドネシア （約 20 名） 

西スマトラおよびシポラ島での

連続観測および実地研修 

H23.12.27, 

24.1.5 

BMKG, LAPAN 集中講

義（広域気候） 
インドネシア （各約 20 名） 

海大陸の気候予測と当プロジ

ェクトについて講義 

H24.1.8 ～
3.7 

MPR・EDR比較観測 インドネシア （約 10 名） 
西スマトラ内陸部での集中観

測および実地研修 

H24.1.17 第 16 回担当者会議 日本 19 名（1 名） 
Fadli 代表来日に際し、23 年

度総括と 24 年度計画を議論 

H24.1.21

～2.20 

ジャカルタ首都圏降雨・

河川流量ブリーフィング 
インドネシア （毎日約 20 名） 

全球解析・予測、観測に基き

水害の監視・対応策議論、

JICA馬場専門家らとも交流 

H24.2.27 第 17 回担当者会議 日本 15 名 
計画書確認、報告書作成、年

度末諸事に関する議論 

H24.3.1 ～
2 

UNSRI 集中講義 インドネシア （約 100 名） 
全球・熱帯・海大陸における

気候に関する講義 

H24.3.5 ～
9 

ブイデータ品質管理研

修・ワークショップ 
インドネシア （約 10 名） 

次年度ブイ設置を前に品質

管理の実際を研修・議論 

H24.3.8, 

15 

JICA 野田課長ブリーフ

ィング 

インドネシア 

日本 

5 名（1 名）およ

び 6 名 

進捗・計画全般を報告、次年

度中間評価についても議論 

H24.3.12 
MPR-InaTRITONブイ披

露式・FoS ワークショップ 
インドネシア （約 200 名） 

Gusti 大臣・Marzan 長官・多

田次長の挨拶、計画全般と

FoSの支援・理解者を増進 

H24.3.13

～16 

ブイ工学研修・ワークシ

ョップ 
インドネシア （約 20 名） 

1号基組立、次年度設置へ向

けた研修と具体的議論 

H24.3.14

～16 

Output 6（SINTEX-F 利

用）研修・集中講義 
インドネシア （約 20 名） 

気候予測データ利用と社会

的応用へ向けた研修・講義 

H24.3.14

～21 
各地集中講義 インドネシア 

（ 各 回 約 200

名） 

インドネシア近海での海洋気

候観測全般を講義 

H24.4.2 ～
4 

GEOSS アジア太平洋シ

ンポジウム 
日本 

全体約 300 名

（約 6 名） 

インドネシア政府代表に」よる

当課題実施の言及 

H24.4.5 第 18 回担当者会議 日本 16 名 
24 年度全体計画確認、JCC

準備、各班進捗等 

H24.4.26 
インドネシア側担当 3 機

関連絡会議 
インドネシア （約 10 名） 

JCC 準備、MCCOE に関する

議論 
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H25.5.11, 

14～15 
UNUD 集中講義 インドネシア 約 30 名 

全球・熱帯・海大陸における

気候に関する講義 

H24.5.21 
JST 中間評価事前ヒアリ

ング 
日本 5 名 中間評価、JCC対応 

H24.5.24 
JICA 中間レビュー対処

方針会議 
日本 5 名 中間評価、JCC対応 

H24.6.4 ～
12 

JICA 中間レビュー・JST

中間評価合同現地調査 
インドネシア （約 30 名） 中間評価 

H24.6.12 
第 3 回両国共同運営委

員会（JCC） 
インドネシア （約 30 名） 

全体および各班進捗報告、

計画およびMCCOE の議論 

H24.7.5 第 19 回担当者会議 日本 18 名 
JCC、中間評価等の報告、

MCCOE に関する議論、等 

H24.7.25 

JST中間評価本審査会・

JICA 中間レビュー報告

会 

日本 5 名 中間評価 

H24.8.28 BJ-III 出航式 インドネシア 多数 
他船まで含めると数百名 

9/22InaTRITON1 号基設置 

H24.9.24 第 20 回担当者会議 日本 14 名 
各班進捗状況、今後の計画

に関する議論 

H24.10.24

～25 

Ina-TRITON ブイ国際科

学技術シンポジウム 
インドネシア 百名 米中韓印等の代表も出席、 

H24.10.30 第 21 回担当者会議 日本 14 名 
各班状況、来年度へ向けた

計画の議論 

H25.1.29

～30 

Output 4（ブイデータ品

質管理）ワークショップ 
インドネシア 20 名 

日本研修した Awal 氏を講師

として知識をイ国内に拡散 

H25.2.28

～3.1 

Output 2,4,5（気象レー

ダー応用）ワークショップ 
インドネシア 170 名 

イ国側各機関ワークショップ

日本側専門家チュートリアル 

H25.3.14

～16 

Output 2（プロファイラ応

用）ワークショップ 
インドネシア 30 名 

日本で学位取得のイ国 2 名と

研究代表者が講義 

H25.4.17 第 22 回担当者会議 日本 14 名 本年度計画の確認、ブイ問題 

H25.5.14 アジア水フォーラム タイ 約 100 名 
SATREPS の代表的課題の一

つとして紹介 

H25.5.20 JICA―JST と協議 日本 約 10 名 ブイ問題 

H25.5.21 JpGU MAHASRI 会議 日本 約 100 名 
Fadli が MCCOE に関する招

待講演 

H25.5.29 第 23 回担当者会議 日本 14 名 
ブイ問題、終了後次期申請の

是非に関する議論 

H25.6.3 
気候・環境関係 JICA 専

門家連絡会 
インドネシア 約 40 名 防災に関する現状と議論 

H25.6.11 
第 4 回両国共同運営委

員会（JCC） 
インドネシア 約 30 名 

全体・各班進捗、ブイ問題、

MCCOE 開設の議論 

H25.6.17 
JICA 本部・事務所 TV

会議 

日本 

インドネシア 
10 名 ブイ問題の協議 

H25.6.18 JAMSTEC-BPPT 協議 インドネシア 15 名 
平理事長・Ridwan 次官会

談、共同研究全般を議論 

H25.6.18

～20 

イン ド洋太平洋会議

（IOPAC） 
インドネシア 約 500 名 

Ridwan 次官・平理事長か代

表的計画として紹介 

H25.6.24

～26 
UNUD 集中講義 インドネシア 約 30 名 

全球・熱帯・海大陸における

気候に関する講義 

H25.7.4 JAMSTEC-BPPT 電 話 日本 6 名 ブイ問題の協議 
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会議 インドネシア 

H25.7.23 
インドネシア側ブイチー

ム打合せ 
インドネシア 20 名 ブイ問題の協議 

H25.8.26 気候 ODA との協議 インドネシア 約 20 名 
BMKG-JMA の数値予報プロ

ジェクトとの連携 

H25.8.28

～29 

LAPAN 大気科学セミナ

ー 
インドネシア 約 40 名 

山中, Ardhi が本計画の現状

を紹介 

H25.8.28

～29 

MAHASRI ワークショッ

プ 
ベトナム 約 300 名 

Fadli が 本 計 画 お よ び

MCCOE について報告 

H25.9.4 
両国ブイチーム代表者

会合 
インドネシア 6 名 ブイ問題について協議 

H25.9.4 ～
5 

ブイワークショップ インドネシア 約 20 名 
ブイセンサー校正などの詳細

についての指導 

H25.9.24

～10.2 
ブイ工学研修 日本 5 名 ブイ工学に関する研修 

H25.10.8 第 24 回担当者会議 日本 14 名 終了時評価対応 

H25.10.10 JCC議長との協議 日本 約 10 名 終了時評価対応 

H25.10.25 
JICA・JST 対処方針会

議 
日本 9 名 終了時評価 

H25.10.28 
終了時評価現地調査事

前ヒアリング 
日本 6 名 終了時評価 

H25.11.3

～14 
終了時評価現地調査 インドネシア （約 30 名） 終了時評価 

H25.11.6 
インドネシア国内向け

MCCOE ワークショップ 
インドネシア 約 100 名 

MCCOEの紹介と今後の国内

共同利用への議論 

H25.11.13 MCCOE 開所式 インドネシア 約 70 名 

BPPT 長官が開所宣言、

BMKG長官、JpGU会長他臨

席 

H25.11.13 
第 5 回両国共同運営委

員会（JCC） 
インドネシア 約 30 名 終了時評価の承認 

H26.1.8 ～
9 

ブイセンサ検定研修 インドネシア 約 20 名 
ブイセンサ検定に関する技術

の供与 

H26.1.21 
JST・JICA 終了時評価

本委員会 
日本 14 名 終了時評価 

H26.2.5 
気候変動関係案件クロ

スカットワークショップ 
インドネシア 約 70 名 

関係省庁、都庁、JICA 専門

家が今後の連携を議論 

H26.3.6 ～
7 

SATREPS-IMPAC-T 最

終シンポジウム 
タイ 約 200 名 

当課題日イ研究代表者参

加、ASEAN 内連携議論 
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§７ 国際共同研究実施上の課題とそれを克服するための工夫、教訓など 

 

（１）共同研究全体 

・  インドネシア政府が通常要請する外国人研究者の研究許可（Research Permission）の取得

について、インドネシア側が要請した ODAによる職務に従事する SATREPSでは、基本的に

BPPTなど相手国研究機関の管理下に行動するので、免除されている。 

・  本プロジェクトの目指す観測網最適化に先立ち、本研究で投入する予算や労力を最小限

とするために、既存観測網を最大限に活用する方策が具体的に検討され、これを実現する

活動が実際に開始されている。 

・  本研究の現状は、熱帯気象・海洋気候関係の各種国際学術会合で、両国の代表者・担当

者によって随時報告され、国際的にも大きなインパクトを与えつつある。 

・  本プロジェクトが取り組んでいる気象・海洋・気候の諸問題はあらゆる分野と関連することか

ら、インドネシアで実施されている他の SATREPS 課題や JICA-ODA 事業などとの情報交換

を推進している（FoS の本プロジェクトコミュニティへの登録の多さの背景の一つともなってい

る）。 

 

（２）海洋研究開発機構 

・  （１）に挙げた既存観測網の最大限活用の一環として、これまで当機構の予算や受託研究

費により投入し連続観測してきた機器等を、文科省・経産省・財務省・外務省と密に連絡を取

り、また在インドネシア大使館の多大な御高配も得て、本年度から計画通りインドネシア側へ

引き継ぐことができた。 

・  当機構が代表・分担して実施されている他地域を対象とした SATREPS 課題や国際学術プ

ロジェクトとの連携や情報交換も密にしており、全体として全地球的気候変動解明への科学

的側面への日本の国際貢献として大きく寄与している。 

 

（３）京都大学 

・  （１）に挙げた既存観測網の最大限活用の一環として、当大学が LAPAN と共同運用してき

た赤道大気レーダー（EAR）の積極的利用をも行なっている。 

 

（４）神戸大学 

・  本プロジェクト推薦のSATREPS枠日本国費博士後期課程留学生1名を、海洋研究開発機

構との連携講座に受け入れるとともに、本プロジェクト担当者だけでは手薄な水文学分野（工

学研究科大石教授の協力による洪水害の観測・モデル両面の研究）を補完している。 

 

 

§8 結び 
 

・  本プロジェクトでは、現地社会や在留邦人に大きな影響を及ぼす降雨変動について、海陸

両面の最適な観測網の構築（Output 2, 3）、得られるデータの集積や実時間公開（Output 4）、

広域・局地の両側面にわたる監視・予測（Output 5, 6）、これらを全インドネシア的に推進する

ための中核研究拠点「海大陸 COE」の構築（Output 1）を掲げ、ほぼ全て（外的要因により事

後評価までに行うこととした Output 3のブイの設置と国際登録を除き）達成した。 

・  今後インドネシアの政治的安定と経済発展が順調であれば、本プロジェクトの成果を基礎

に、この分野の研究開発も充分に自力で行っていけると考えている。 

・  欧米や先発の新興国でも同様な科学技術と海外支援の共同が促されるなど、SATREPS と

いう取組の意義は国際的に評価されているが、本プロジェクトのような本来全地球的な規模

で定常的な維持が求められる課題には、現状の制度では必ずしも充分ではない。他の ODA

プロジェクトや SATREPS課題と連携することにより、IPCCやGEOSSが要請しているような 10

年以上の継続期間や、さらに大型の予算的措置を実現することが必要である。 
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【写真集】 

 

●合意書調印（2010年 2月、東京） 

 
 

●キックオフ会議（2010年 3月、バリ）、第 1回 JCC（同 6月、ジャカルタ）、ブイワークショップ（同） 
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●インドネシア国内大学・研究機関での講義・セミナー（2010～13年、各地） 

 
 

●レーダー観測・データ解析研修（2010年 9月、ジャカルタ） 

 
 

●ブイ工学研修（2010年～2013年、横須賀、むつ、ジャカルタ） 
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●第 2回 JCC（2011年 5月） 

 
 

●みらい船上研修（2011年 8～9月） 
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●BPPT訪日団 JAMSTEC訪問（2011年 9月） 

 
 

 

●ブイデータ品質管理研修（2011～12年、横須賀） 

 
 

●MPR 工場研修（2011 年 8 月、独）、現地研修（同 10 月、ボゴール）、集中観測研修（同 12 月、

パダン） 
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●MPR観測（2012年 2月、西スマトラ州スンガイプア） 

  
 

●MPR・InaTRITON披露式（2012年 3月、ジャカルタ） 

 
 

 

●第 3回 JCC（2012年 6月、ジャカルタ）、国際ブイシンポジウム（同 10月、同）、気象レーダーワ

ークショップ（2013年 2～3月、同）、WPR ワークショップ（同 3月、同） 
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●Output 6広域気候解析・予測研修（左、2012年 12月、横須賀）、インドネシア側ブイ

データ品質管理ワークショップ（右、2013年 1月、ジャカルタ） 

  
 

●第 4回 JCC（2013年 6月、ジャカルタ） 

 
 

●最終 JCC および MCCOE開所式（2013年 11月、スルポン） 

 

 
 

●気候関係案件クロスカットワークショップ（2014年 2 月、ジャカルタ） 

  
 

以上 

 


